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1.  平成22年3月期第3四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 26,490 △20.6 120 △85.5 194 △77.4 99 △79.3

21年3月期第3四半期 33,381 ― 829 ― 859 ― 478 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 5.76 ―

21年3月期第3四半期 27.62 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 23,022 15,115 65.7 878.94
21年3月期 21,463 15,327 71.4 889.66

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  15,115百万円 21年3月期  15,404百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
22年3月期 ― 7.50 ―

22年3月期 
（予想）

7.50 15.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,300 △14.3 326 △55.4 342 △55.8 189 △53.3 10.99
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 17,932,595株 21年3月期  17,932,595株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  734,798株 21年3月期  704,198株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第3四半期 17,203,004株 21年3月期第3四半期 17,322,228株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成21年10月23日に公表いたしました業績予想から変更はありません 
２．上記予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後種々の要因によって
予想数値と異なる場合があります。 
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当第３四半期（９ヶ月）におけるわが国経済は、一旦は６月に我が国政府において底打ち宣言がなされました

が、11月にはデフレ認定を行うなど、世界金融危機の影響が続いており、本格的な景気回復にはまだ時間が掛かる

様相となっております。 

エレクトロニクス業界では、欧米のクリスマス商戦に向けての製品作り込みや、Windows７搭載パソコンの発売

などにより、概ね好調な生産、出荷となりました。また、そのあおりで全体的に部品の供給が逼迫してきており、

部品確保の重要性が高まってきております。 

このような状況下、当社でも、売上が回復してきております。主力であるイメージセンサーは、新興国向け製品

に搭載される低画素数、低価格の製品に取引が集中いたしました。パソコン向けメモリーに関しては、Windows７

搭載パソコンの市場反響が良く、大口顧客を中心に販売が好調でした。しかし、収益源である電子部品について

は、半導体製品ほど回復は顕著でなく、取り扱い製品によって売れ行きにばらつきが生じております。 

その結果、売上高264億90百万円（前年同期比20.6％減）、経常利益１億94百万円（前年同期比77.4％減）、四

半期純利益99百万円（前年同期比79.3％減）となりました。 

  

当第３四半期（９ヶ月）の品種別業績は以下のとおりであります。  

＜半導体＞ 

半導体部門では、主力である携帯電話向けイメージセンサーは、新興国向け製品に搭載される低画素数、低価格

の製品に取引が集中いたしました。パソコン向けメモリーに関しては、Windows７搭載パソコンの市場反響が良

く、大口顧客を中心に販売が好調でした。産業機器を中心とした組込み製品マーケットは出荷台数の回復が遅れて

おり、組み込み用CPUなどの売上は低水準となりました。 

その結果、売上高164億14百万円（前年同期比21.6％減）となりました。 

  

＜電子部品＞ 

電子部品部門では、テレビ・オーディオ機器向け回路保護部品の販売が持ち直してきましたが、産業機器向けノ

イズフィルターなどは引き続き低水準となりました。また、パソコン需要増の影響で、パソコンに採用されている

部品については、供給が逼迫しており、納入が遅れるケースが散見されました 

その結果、売上高47億30百万円（前年同期比23.4％減）となりました。  

  

＜情報機器＞ 

情報機器部門では、主力であるバーコード製品が、携帯端末向け以外にも流通・医療関係案件に採用されるなど

して、好調な売上を維持いたしました。 

その結果、売上高42億51百万円（前年同期比1.2％減）となりました。   

  

＜ソフトウェア＞ 

ソフトウェア部門では、インターネットテレビやサーバーなど、新しい分野への採用に成功いたしましたが、ベ

ースとなる産業機器を中心とした組込み製品マーケットの出荷台数が依然として低調であり、トータル売上として

は減少いたしました。 

その結果、売上高10億93百万円（前年同期比44.5％減）となりました。   

  

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期末における総資産は、前事業年度末に比べ15億59万円増加し、230億22百万円となりました。  

これは主に、流動資産において、現金及び預金が35億80百万円、商品及び製品が96百万円減少したものの、売上

債権が51億17百万円増加したことによるものであります。     

当第３四半期末における負債総額は、前事業年度末に比べ17億71百万円増加し、79億７百万円となりました。 

これは主に、仕入債務が８億40百万円、短期借入金が10億円増加したことによります。 

純資産については、前事業年度末と比べ２億11百万円減少し、151億15百万円となりました。 

これは主に、配当金の支払３億百万円と、自己株式の取得11百万円、当第３四半期（９か月）純利益99百万円を

計上したことによるものであります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較して35

億80百万円減少し、27億98百万円となりました。 

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間において、営業活動の結果使用した資金は42億90百万円となりました。これは主に税引前

四半期純利益を１億94百万円計上し、仕入債務の増加額が８億45百万円となったこと、たな卸資産の減少額が96百

万円となったこと、反面、売上債権の増加額が51億17百万円となったこと、法人税等の支払額が２億円あったこと

によるものであります。   

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間において、投資活動の結果獲得した資金は３百万円となりました。これは主に敷金等の回

収による収入が12百万円あったこと、反面、固定資産の取得による支出が９百万円あったことによるものでありま

す。  

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間において、財務活動の結果獲得した資金は７億６百万円となりました。これは主に、短期

借入金の純増加額が10億円となったこと、反面、配当金の支払額が２億79百万円あったことによるものでありま

す。 

  

  

平成21年10月23日に公表致しました業績予想から修正は行っておりません。  

  

  

当第３四半期累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 １．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

 ２．棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,798,968 6,379,662

受取手形及び売掛金 15,447,479 10,330,333

商品及び製品 3,070,605 3,167,528

その他 371,914 243,576

貸倒引当金 △1,545 △1,033

流動資産合計 21,687,422 20,120,068

固定資産   

有形固定資産 54,287 60,358

無形固定資産 28,115 17,154

投資その他の資産   

投資有価証券 747,999 747,103

その他 539,787 555,484

貸倒引当金 △34,707 △36,779

投資その他の資産合計 1,253,078 1,265,808

固定資産合計 1,335,481 1,343,321

資産合計 23,022,904 21,463,390

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,995,429 2,154,820

短期借入金 4,000,000 3,000,000

未払法人税等 － 60,275

賞与引当金 81,500 177,000

その他 256,655 177,412

流動負債合計 7,333,584 5,569,508

固定負債   

退職給付引当金 555,382 562,232

その他 18,101 4,264

固定負債合計 573,484 566,497

負債合計 7,907,069 6,136,006
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,800,338 4,800,338

資本剰余金 5,360,745 5,360,745

利益剰余金 5,315,148 5,517,377

自己株式 △350,026 △338,050

株主資本合計 15,126,205 15,340,410

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △10,370 △13,026

評価・換算差額等合計 △10,370 △13,026

純資産合計 15,115,835 15,327,383

負債純資産合計 23,022,904 21,463,390

－ 6 －

ユニダックス㈱(9897)平成２２年３月期  第３四半期決算短信（非連結）



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 33,381,995 26,490,607

売上原価 30,208,228 24,172,352

売上総利益 3,173,766 2,318,254

販売費及び一般管理費 2,344,161 2,197,966

営業利益 829,605 120,288

営業外収益   

為替差益 63,852 85,307

その他 14,422 15,814

営業外収益合計 78,275 101,121

営業外費用   

支払利息 43,371 18,241

その他 5,046 8,619

営業外費用合計 48,418 26,860

経常利益 859,461 194,549

特別損失   

固定資産処分損 5,074 －

損害賠償金 15,202 －

特別損失合計 20,276 －

税引前四半期純利益 839,184 194,549

法人税、住民税及び事業税 302,148 52,982

法人税等調整額 58,542 42,527

法人税等合計 360,691 95,509

四半期純利益 478,493 99,039
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 839,184 194,549

減価償却費 16,381 17,727

損害賠償金 15,202 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,021,195 △5,117,145

たな卸資産の増減額（△は増加） △378,962 96,922

仕入債務の増減額（△は減少） △1,674,628 845,554

その他 △270,338 △115,724

小計 568,035 △4,078,115

利息及び配当金の受取額 2,304 6,240

利息の支払額 △37,870 △18,539

損害賠償金の支払額 △15,202 －

法人税等の支払額 △471,762 △200,069

営業活動によるキャッシュ・フロー 45,503 △4,290,484

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △12,570 △9,468

有形固定資産の売却による収入 7,855 1,045

投資有価証券の取得による支出 △8,340 －

敷金及び保証金の差入による支出 △83 －

敷金及び保証金の回収による収入 19,592 12,492

その他 － △880

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,453 3,189

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 700,000 1,000,000

自己株式の取得による支出 △31,201 △11,975

配当金の支払額 △484,501 △279,291

その他 － △2,132

財務活動によるキャッシュ・フロー 184,297 706,600

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 236,254 △3,580,694

現金及び現金同等物の期首残高 1,681,470 6,379,662

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,917,725 2,798,968
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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